
 

凡 例
地形測量範囲：測線延長3,000m
1工区：岸沖方向100m×20測線、2工区：岸沖方向100m×9測線、及びL-2(100m)

潮間帯生物（目視観察）
および底質（緊急補修部は除く）×4測線

潮間帯生物（定量採取）3測線×4箇所
(低,中,高潮帯,のり先)

波高・流況（1箇所）

潮間帯生物（目視観察）1地点

地形測量では、
施工範囲の端部
周辺地形を捉え
る。

潮間帯生物(目視観
察)

▲ 潮間帯動物(採取分
析)

塩浜二丁目

対照調査測線

塩浜一丁目

L-2

緊 急
補修部

施工計画区間

（８） Ｈ19年度のモニタリング調査の実施位置
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（（99）Ｈ）Ｈ1919年度年度 春のモニタリング調査の内容春のモニタリング調査の内容

・1工区の完成断面石積のり先。未施工区間の直立護岸前面
H19年5月中旬より、青潮
発生時及び工事期間中、
1週間に1回計測

DO計による
測定

・青潮時の溶存酸素
量測定（生物環境へ
の影響把握）

インパ
クト

・1工区の護岸前面の1箇所(61日連続観測)

H19年3月1日～5月1日

波高・流速計
の設置

・波高・波向の計測
・流れの計測

(海底面上約1m)

外力
(波浪
・流況)基

礎
情
報

・1工区、L-2、2工区の3箇所における採取分析4検体
・1箇所当り高、中、低潮帯、のり先の4検体

採取分析

・1及び2工区の中央部に1測線,対照区として測線L-2の1測線
(100m)及び塩浜1丁目の緊急補修部の計4測線

・石積護岸(斜面上)：方形枠(50㎝×50㎝)による
連続目視観察

・2工区及びL-2はのり先から離岸距離10mまで1m間隔
・のり先から離岸距離10～100mは10m間隔
・第1工区の東側端部の1地点においても観察

H19年4月17日
（施工後8ヶ月）

ライントラン
セクト法によ
る観察

・潮間帯生物の
定着状況

※調査は公開で
実施した。

生物

・潮間帯生物（目視観測）調査の3測線で10m間隔で採泥（11検体,
緊急補修部は除く）：合計33検体H19年4月17日

採泥
・粒度試験

・粒径の変化の把握底質

・1工区：岸沖方向100m × 22測線
＋1丁目側端部25m×1測線 = 測線延長2,225m

・2工区：岸沖方向100m × 13測線 = 測線延長1,300m
・L-2対照調査 ：岸沖方向100m × 1測線
※施工範囲の端部周辺地形を捉えるため、施工範囲の両側に測線
を追加した。

H19年4月2日～4月4日

・地形測量・護岸部の張り出し
による周辺への物
理的影響の把握

・洗掘等による周辺
地形の変化の把握
等

地形

検
証
項
目

数 量 等調 査 時 期方 法目 的項目
区
分
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Ｈ
20
年
度
施
工
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

Ｈ
20
年
度
施
工
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

順応的管理
により護岸の
向上を目指す

順応的管理
により護岸の
向上を目指す

H19年度施工と

モニタリング結果

● 防護
・H19年度の捨石工事がほ
ぼ修了。

● 環境
・潮間帯生物の定着がさらに

進む。

・石積部の生物の利用状況

の拡大。

・海底地形・底質に大きな変

化なし。

● 景観・利用
・アンケートを８月に予定

H19年度施工と

モニタリング結果

● 防護
・H19年度の捨石工事がほ
ぼ修了。

● 環境
・潮間帯生物の定着がさらに

進む。

・石積部の生物の利用状況

の拡大。

・海底地形・底質に大きな変

化なし。

● 景観・利用
・アンケートを８月に予定

● より良い工夫、より良い断面● より良い工夫、より良い断面H20年度：施工H20年度：施工

結果の検証、
効果・改善点の整理

結果の検証、
効果・改善点の整理

モニタリング結果の評価基準

（検討中）

1.防護
背後地の安全の早期の確保。

2.環境
・マガキを主体とした潮間帯生物群集

が定着し、ハビタットとして機能発揮。

・周辺海底地形に著しい変化が生 じ

ないこと。

3.景観・利用
・三番瀬の海岸として好ましい景観の

確保。

・人々と三番瀬とのふれあいの確保。

モニタリング結果の評価基準

（検討中）

1.防護
背後地の安全の早期の確保。

2.環境
・マガキを主体とした潮間帯生物群集

が定着し、ハビタットとして機能発揮。

・周辺海底地形に著しい変化が生 じ

ないこと。

3.景観・利用
・三番瀬の海岸として好ましい景観の

確保。

・人々と三番瀬とのふれあいの確保。

公開調査、勉強会、
現地見学会
等の実施

公開調査、勉強会、
現地見学会
等の実施

考 察
● 防護
● 環境
● 景観・利用

１年後の評価をふま
えて考察する予定。

考 察
● 防護
● 環境
● 景観・利用

１年後の評価をふま
えて考察する予定。

（（1010）工事後８ヶ月での検証状況）工事後８ヶ月での検証状況 未作成
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（11）より良い断面の提案

基本断面

AP＋4.00mAP+4.00m

▽ 計画高潮位:A.P.+5.4m

▽ 朔望平均満潮位:A.P.+2.1m

▽ 朔望平均干潮位:A.P.±0.0m
A.P.+1.00m

A.P.+5.65m

A.P.+4.00m

未作成
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④ その他

③ 管理用通路

② 景観

① 断面形状

Ｈ１８年度の取り組み項 目 Ｈ１９年度の取り組み

１年後の評価をふまえ

て計画する予定

被覆方法を工夫し角張った断面形状を造らない

（ハッキリとした護岸法線（稜線）を造らない）。

石の隙間に植栽をほどこし、殺伐感を緩和する。

管理用通路を有効利用し、

曲線的な遊歩道（プロムナード）を造る。

事例等を参考にしてよりよい工夫を行うものとし、

のり先部分は乱積みとして生き物に配慮していく。
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